
2 0 2 1 年 ７ 月 ７ 日  

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第 217 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 

【不適合関係】 

  6 月 24 日 発電所正門（屋外）における体調不良者（脱水症）の発生について 

（公表区分：Ⅲ）                                      〔P.２〕 

 

【発電所に係る情報】 

・  6 月 10 日 柏崎刈羽原子力発電所における一連の事案に係る取り組みの 

進捗状況について                                           〔P.３〕 

  6 月 24 日 固体廃棄物処理建屋（非管理区域）における水の漏えいについて 

（公表区分:Ⅲ）の原因と対策について             〔P.17〕 

・  6 月 24 日 柏崎平野南東部における地表踏査とボーリング調査の結果に 

ついて                                                     〔P.18〕 

  7 月 １日 2020 年度柏崎刈羽原子力発電所防災訓練実施結果報告書の 

原子力規制委員会への提出について                          〔P.21〕 

  7 月 ６日 ７月６日付朝日新聞朝刊 27 面「柏崎刈羽 また工事不備か 

      「配管、ずさんな溶接」匿名の申告」について                 〔P.22〕 

 

【その他】 

  6 月 15 日 新型コロナウイルスワクチン職域接種の実施について      〔P.23〕 

  7 月 ７日 広報活動について(７月報告)                                 〔P.24〕 

 

【福島の進捗状況に関する主な情報】 

  6 月 24 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ 

進捗状況(概要版)                〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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2021年 6月 24日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 

号機 － 

件名 発電所正門（屋外）における体調不良者（脱水症）の発生について 

不適合の 

概要 

 

2021年 6月 23日、発電所正門（屋外）において警備に従事していた協力企業社員が 

体調不良を訴えたことから、午前 11時 18分に業務車で病院に搬送されました。 

 

その後、病院で軽度の脱水症と診断され、点滴の処置を受けたのちに帰宅しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

当該の協力企業社員は、熱中症対策としてこまめな休憩や水分補給を行っていました

が、軽度の脱水症と診断されたことから、当社社員および協力企業の方々へ業務開始前の

体調確認や、休憩、適度な水分および塩分等のミネラル補給を心がけるよう、あらためて

注意喚起を行います。 
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プレス公表（運転保守状況）
2021年6月24日

東京電力ホールディングス株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

①

発生日 2021年5月17日

号機 ー 件名 固体廃棄物処理建屋（非管理区域）における水の漏えいについて（区分:Ⅲ）

【概要】
2021年5月17日午前8時50分頃、パトロールを行っていた協力企業作業員が固体廃棄物処理建屋1階入退域エリアの床面が
濡れていること（約20リットル）を確認しました。
その後、2階にある給気空調機室を調査したところ、床面に約200リットルの水が溜まっていることを確認しました。
漏えいは、排水設備の一時的な不具合によるもので、空調の冷却器から発生した凝縮水が排水設備から漏えいしたものです。
また、現場確認を行い、漏えいが停止していることを確認しております。
なお、本事象による外部への放射能の影響はありません。

【対応状況】
漏えいした水については、拭き取りにより清掃を完了しております。
今後、漏えいの原因について排水設備の調査を行い、再発防止対策を検討してまいります。

（2021年5月18日にお知らせ済み）

【原因】
排水設備の内部に設置されているフロート（浮き）が錆や不純物の影響により正常に動作しなかったため、排水設備本体に
溜まった水が適切に排水されずに、排水設備の上部から床へ漏えいしたものと推定しております。

【対策】
フロートが正常に動作しなくても、排水設備内に水が溜まり続けることがないように、以下の対策を実施いたします。
①フロートが正常に動作しなくても、一定以上の水位に達すると排水ができるように、別の排水配管を追設
②パトロール時に内部の水位状況をすぐに確認できるよう蓋を透明なものに交換
③排水設備から水が溢れないように、排水設備の蓋と本体との間にゴムパッキンを設置
それに伴い、排水設備内の気密性が高まるため、空気圧力を逃すための配管を追設

（参考）対策後の排水設備

ボール状のフロート

水の流れに沿ってフロートが
浮遊することで水を排出板状のフロート

水の流れに沿ってフロートが
浮遊することで水を排出

空調の冷却器から
凝縮水が流入

対策①
フロートが正常に動作しなくても、
排水ができるように別配管を追設

対策③
排水設備から水が溢れないように、
排水設備の蓋と本体との間にゴム
パッキンを設置
それに伴い、排水設備内の気密性が
高まるため、空気圧力を逃すための
配管を追設

排出

対策②
内部の水位状況がすぐに確認でき
るよう透明の蓋に交換

上面写真 側面写真

対策①

対策②

対策③

流入

排出 排出
流入
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柏崎平野南東部における地表踏査と

ボーリング調査の結果について

■調査概要

目的：柏崎平野の中位段丘（約12～13万年前）や高位段丘（約20万年前以前）の地層を

調査し、柏崎平野周辺の地形・地質の成り立ちをより深く理解するため

内容：2019年11月～2020年3月まで軽井川地区周辺で地表踏査、ボーリング調査を実施

結果：約12～13万年前の中位段丘の地下に、約20万年前よりも古い高位段丘の地層（古

安田層）が堆積する様子は、これまでの調査で得てきた発電所近傍の様子と同様で

あることを確認

2021年6月24日

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

調査目的（2019年10月10日お知らせ済み）

1

■これまでも、柏崎平野の形成過程の検討など様々な知見の拡充に取り組んでき
ているが、知見の拡充には継続的に取り組むことが重要と考えている。

■柏崎刈羽原子力発電所6/7号機の設置変更許可においては、活断層評価で最も
重要となる、中位段丘（約12～13万年前）の地層に関するデータを中心に調査
データを収集。また、それに加えて約12～13万年前の地層 （安田層）の下に、
約20万年前よりも古い地層（古安田層）が堆積していることを確認している。

■一方で、柏崎平野周辺の地形・地質の成り立ちをより深く理解するためには、
中位段丘（約12～13万年前）の地層に加えて、より古い時代の地層のデータ
も必要である。

■このため、柏崎平野周辺でこれまで主に調査対象としてきた地形面よりも古い、
高位段丘（約20万年前以前）の地形面も対象として、地表踏査およびボーリン
グ調査を実施。研究成果としてとりまとまり次第、論文等で公表を予定している。
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調査概要
■調査期間：2019年11月～2020年3月
■調査内容：
・地表踏査 段丘の地表面を歩き、標高、堆積物の特徴、分布範囲等を

把握
・ボーリング調査 地面に円筒状の穴をあけて土や岩盤の試料を採取し、段丘

の地下に分布している地表からは見えない堆積物の特徴、
分布範囲等を把握

2

ボーリング調査地表踏査

調査範囲

柏崎刈羽
原子力発電所

イメージ写真

調査地域

出典：国土地理院（一部加筆）

3

調査範囲

柏崎平野南東部の中位段丘
（約12～13万年前）および
高位段丘（約20万年前以前）の
地形面に、各３箇所ずつ計６箇
所のボーリング調査を実施

高位段丘

中位段丘

凡 例

本調査におけるボーリング位置・番号
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4

調査結果

高位段丘（約20万年前以前）

中位段丘
（約12～13万年前）

ローム層

基盤岩

安田層上部

安田層下部
古安田層

ボーリング調査

ローム層

腐植層

白色礫層

腐植層

白色礫層

※1 ローム層：地形面が形成されて以降に地表付近の風や水流によって運搬されて堆積した粘性質の土壌
※2 腐植層 ：腐植物が多くある地層
※3 白色礫層：白色の礫（れき）を含む地層

②

② ②

① 高位段丘を覆うローム層※1および中位段丘の地下にある安田層下部から、
約12～13万年前の火山灰を確認

② 高位段丘から、特徴的な腐植層※2と白色礫層（はくしょくれきそう）※3を
確認。この特徴的な層の組み合わせを中位段丘の地下でも確認

③ 安田層の下にある古安田層の中から、約24万年前の火山灰を確認

今回の調査結果で確認された、約12～13万年前の中位段丘の地下に、約20万
年前よりも古い高位段丘の地層（古安田層）が堆積する様子は、これまでの調
査で得てきた発電所近傍の様子と同様の結果であった。
今後も柏崎平野の形成過程の検討など、様々な知見の拡充に取り組んでいく。

Kg-5 Kg-4 Kg-6 

①火山灰
（約12～13万年前）

③火山灰
（約24万年前）

②特徴的な層の
組み合わせ

安田層

古安田層

古安田層

5

（参考）調査結果の学会発表実績

【学会】
日本地球惑星科学連合2021年大会（2021年5月30日～6月6日）

【発表日】
2021年6月3日（木） Web（ZOOM）によるポスター発表

【発表タイトル】
柏崎平野南東部に分布する高位段丘堆積物の年代の検討
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  03-6373-1111  
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当社関連報道

2021年7月6日

東京電力ホールディングス株式会社

　7月6日付朝日新聞朝刊27面において、「柏崎刈羽　また工事不備か「配管、ずさんな溶接」匿名の申告」との報道がされております。

　当社柏崎刈羽原子力発電所において、「消火配管の工事」に関する申告があったのは事実です。

　申告案件という事案の性質に鑑み、申告内容や調査状況の詳細を明らかにするのは、現時点では差し控えさせていただきますが、発電所の安

全確保に万全を期していくため、申告内容に基づく調査や事実確認を進め、調査結果に応じて厳正な対応を行ってまいります。

　なお、これまでの調査において、本件はこれまで公表している一連の工事未完了案件とは違う性質のものと認識しております。

　申告案件という事案の性質に鑑み、公表を控えていたものであり、今後、適切なタイミングで公表してまいります。

以　上
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広報活動について
（７月報告）

2021年 7月7日

東京電力ホールディングス株式会社

新潟本社

いただいた声
■発電所内のセキュリティについて教えてほしい
■IDカード不正利用されていたことは不安
■今回の一連の事案について隠さないで教えてほしい

取組内容
核物質防護に関する事案、安全対策工事の一部未完了事案について、広報誌
NEWSアトムなどでもお知らせしてまいりましたが、不安や心配の声が多数あることから、
サービスホールのイベント開催時とあわせて、それぞれの事案の現時点での取り組みを
お伝えする場、また地域の皆さまからご意見を承るコーナーを設けました。

実施日
開催日 会 場

6月26日(土）～７月2日(金) 柏崎刈羽原子力発電所 サービスホール

その他 今後、県域においても様々なかたちで地域の皆さまからの声をお伺いをしてまいります。

■ 一連の事案に関するご説明について

24



当社関連報道

2021年7月7日

東京電力ホールディングス株式会社

　7月7日付毎日新聞朝刊28面において、「柏崎刈羽原発　また工事不備」の記事のなかで、「東電によると、3月以降に「6、7号機の消火配管

で、ずさんな溶接がされている」という複数の内部通報があった。」と報じられておりますが、当社がお伝えしているのは、以下のとおりで

す。

　当社柏崎刈羽原子力発電所において、「消火配管の工事」に関する申告があったのは事実です。

　申告案件という事案の性質に鑑み、申告内容や調査状況の詳細を明らかにするのは、現時点では差し控えさせていただきますが、発電所の安

全確保に万全を期していくため、申告内容に基づく調査や事実確認を進め、調査結果に応じて厳正な対応を行ってまいります

　なお、これまでの調査において、本件はこれまで公表している一連の工事未完了案件とは違う性質のものと認識しております。

　申告案件という事案の性質に鑑み、公表を控えていたものであり、今後、適切なタイミングで公表してまいります。

以　上



柏崎刈羽原子力発電所における新型コロナウイルス感染症患者の概要 

 

2021年 7月 7日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

新型コロナウイルス感染症に感染していることが確認された、柏崎刈羽原子力発電所で 

勤務していた当社社員 1名について、患者の概要をお知らせいたします。 

 

＜新型コロナウイルス感染症患者の概要＞   

1 

 

年 代  ： 40代 

2 性 別  ： 男性 

 

3 

 

居 住 地： 新潟県外 

4 症状・経過： 現在、詳細については保健所にて、本人に対してご確認いただいている

ところ。なお、当社として確認している内容については以下の通り。 

・6月 23日  東京都内の本社から柏崎刈羽原子力発電所への出張に 

際し、事前にＰＣＲ検査を受検 

・6月 24日   ＰＣＲ検査の結果、陰性を確認 

・6月 28日   柏崎刈羽原子力発電所へ出張。以降、7月 2日まで 

発電所で勤務 

・7月 2日  夜に帰京。親知らずの痛みあり 

・7月 3日  都内の歯科医院で受診。親知らずを抜歯 

・7月 5日  起床時に頭痛および発熱（38.3℃）あり 

       都内の医療機関にてＴＭＡ検査を受検 

・7月 6日  検査の結果、陽性が判明 

 

5 行 動 歴： 現在、詳細については保健所にて、本人に対してご確認いただいている

ところ。なお、当社として確認している内容については以下の通り。 

・直近 2週間で中央制御室への立ち入りや運転員との接触なし 

・新潟県外への往来：あり               

・海外渡航歴：なし 

 

6 濃厚接触者： なし 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 

 



廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２１年６月２４日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合／事務局会議

1/8

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ
使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

３号機 燃料取り出し完了 2020年度内

４号機 燃料取り出し完了 2014年

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の汚
染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約180m3/日（2019年度）、約140m3/日（2020年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2025年内には100m3/日以下に抑制する
計画です。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等原子炉施設の
解体等

汚染水対策 ～３つの取り組み～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取り組み
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取り組み
• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。

1~3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋においては、床面露出状
態を維持出来る状態となりました。

• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理
が完了しました。今後、原子炉建屋については2022年度～2024年度に滞留水の量を2020年
末の半分程度に低減させる計画です。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取り組み
• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策や防潮堤設置の工事を進めています。また、豪雨対策

として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路強化等を計画的に実
施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1,3号機 2号機

燃料デブリの
取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について
処理水の海洋放出にあたっては、安全に関する基準等を遵

守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してまいり
ます。また、風評影響を最大限抑制するべく、モニタリングのさら
なる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAによる
安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性高く、
継続的に発信してまいります。

※1 人及び環境への放射線の影響評価を含む
※2 少量の放出から慎重に開始

ALPS処理水の
取扱いに関する
小委員会

東京電力原子力
規制委員会

東京電力政府

（
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2年程度

4月13日に「廃炉・汚染水・処理
水対策関係閣僚等会議」より決定

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出がれき撤去 等 燃料取り出し

設備の設置

1号機 3,4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

2号機

1



継続的に耐震安全性を確認する点検計画を作成するため
3号機原子炉建屋内の状況調査を実施

ゼオライト土嚢処理に向け、ボート型ロボットによる
調査により、線量の分布や土嚢の位置情報を取得

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月、約20℃～約30℃※１で推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく※２、
総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

※１ 号機や温度計の位置により多少異なります。
※２ １～４号機原子炉建屋からの放出による被ばく線量への影響は、2021年5月の評価では

敷地境界で年間0.00003ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満です。
なお、自然放射線による被ばく線量は年間約2.1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ (日本平均)です。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取り組みの状況

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用カバー
取り出し完了燃料（体）
1535/1535*1

（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機

注水

2号機

ペ
デ
ス
タ
ル

3号機

前室

615体

注水

ドーム屋根

燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

注水

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

養生バッグ

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了） 取り出し完了燃料（体）

566/566
（2021/2/28燃料取り出し完了）

1号機PCV内部調査に向けたアクセスルート構築作業再開

1号機原子炉格納容器（以下、
PCV）内部調査に向けたアクセス
ルートの構築について、干渉物調査
を行い、水中ロボットの投入ルートを
確定し、AWJ（孔あけ加工機）
による干渉物切断作業を再開しま
した。
6月18日に鉛毛マット及びグレー

チングの切断作業を完了しました。
作業にあたってはPCV圧力、ダス

ト濃度を監視しつつ、安全最優先
で慎重に進めてまいります。

1号機大型カバー設置に向けて、干渉する建屋カバーの解体が完了

ゼオライト土嚢（以下、土嚢）
処理に向け、高温焼却炉建屋
地下階の調査を実施しました。
調査の結果、水面の線量について

は、約40～180mSv/hで分布して
おり、土嚢表面(約4400mSv/h)
に比べ大幅に低く、水遮蔽が寄与
していると考えられます。
また、土嚢の設置場所や状況が

確認できました。今後の回収方法の
検討に役立ててまいります。

1～3号機原子炉建屋については、解析等
により現時点で十分な耐震安全性を有してい
ることを確認しています。
今後も建屋状態を調査し、継続的に耐震

安全性を確認していく計画です。
この度、点検計画を作成するため、3号機の

建屋状態を調査しました。
引き続き、2021年度秋頃を目途に1、2号

機の建屋の状態を調査してまいります。
また、今回得られた結果を基に、無人・省人

による調査方法についても検討を進めてまいり
ます。

＜確認されたゼオライト土嚢の状況＞

土嚢（２段積み）

2号機燃料デブリ試験的取り出し
装置の英国での確認試験を終了

新型コロナウィルスの感染状況や
入国制限を踏まえ英国にて実施して
いた、燃料デブリ試験的取り出し装置
（以下、ロボットアーム）の動作試験
やエンクロージャとの組合せの確認試
験が終了しました。
この後、ロボットアームを日本へ輸送

し、性能確認試験やモックアップを実
施する予定です。
引き続き、燃料デブリの試験的取り

出しに向け、準備を進めてまいります。

モニタリングを強化し、コンテナ点検を実施中
表面線量が高い（0.1～30mSv/h）瓦礫

類収納容器（以下、コンテナ）の外観目視点
検について、6月21日時点で5,338基中3,246
基完了しています。
7月からは、内容物が把握できていないコンテナ

の調査を開始する予定です。
調査中は、排水経路の線量を測定するなど、

放射性物質が漏えいしていないことのモニタリング
を強化しています。
引き続き、計画的かつ安全にコンテナの点検を

進めてまいります。

2/8

ALPS処理水二次処理性能試験の
第三者分析を実施
昨年より実施しているALPS処理水の

二次処理性能確認試験について、高い濃
度のタンク群（J1-C群）の二次処理後の
第三者分析が完了しました。
除去対象62核種＋炭素-14の告示濃

度比総和は0.28と、東京電力ホールディ
ングスによる分析結果(0.35)と同様に、
告示濃度比総和１未満であることを確認
出来ました。
今回の試験では、分析結果が出るまでに

時間を要したことから、核種分析の手順や
プロセスを改善してまいります。

大型カバーを原子炉建屋に設置のため、干渉する建屋カバー(残置部)の解体
を2020年12月19日より開始し、当初の計画通り、6月19日に完了しました。
継続して建屋周辺の作業ヤードの整備、構外ヤードにて仮設構台の組立て作

業等を実施中です。
2023年度の大型カバー設置完了を目指し、計画的に作業を行ってまいります。

2020年3月時点 2021年6月19日時点

原子炉
格納容器
(PCV)
原子炉

圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ

＜建屋内調査の様子＞＜鉛毛マット／グレーチング切断状況＞

←X-2ペネ側 原子炉圧力容器側→

鉛毛マット

架台

グレーチング

鉛毛マット，
グレ－チング切断範囲

グレーチング
下部鋼材

約400mm

約150mm

2



主な取り組みの配置図

3/8

６
号

５
号

MP-2

MP-4

※モニタリングポスト（MP-1～MP-8）のデータ
敷地境界周辺の空間線量率を測定しているモニタリングポスト(MP)のデータ（10分値）は0.362μSv/h～1.177μSv/h（2021/5/26～2021/6/22）。
MP-2～MP-8については、空間線量率の変動をより正確に測定することを目的に、2012/2/10～4/18に、環境改善（森林の伐採、表土の除去、遮へい壁の設置）の工事を実施しました。
環境改善工事により、発電所敷地内と比較して、MP周辺の空間線量率だけが低くなっています。
MP-6については、さらなる森林伐採等を実施した結果、遮へい壁外側の空間線量率が大幅に低減したことから、2013/７/10～７/11にかけて遮へい壁を撤去しました。

MP-6

提供：日本スペースイメージング（株）2020.5.24撮影
Product(C)[2020] DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地盤改良

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

タンク設置エリア

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号
２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界

1号機PCV内部調査に向けたアクセスルート
構築作業再開

継続的に耐震安全性を確認する点検計画を作成するため
3号機原子炉建屋内の状況調査を実施

英国での2号機燃料デブリ試験的
取り出し装置の確認試験を終了

モニタリングを強化し、コンテナ点検を実施中

ゼオライト土嚢処理に向け、ボート型ロボットによる
調査により、線量の分布や土嚢の位置情報を取得

1号機大型カバー設置に向けて、干渉する
建屋カバーの解体が完了

ALPS処理水二次処理性能試験の第三者分析を実施
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東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

ご質問への回答 

 

<須田委員> ※先月フリートークでのご質問 

Q．避難計画を立てる時に、構内で働く社員をどのように避難計画に組み入れるのですか。その

方たちの避難と、住民の避難がバッティングすると思うので、その点についても避難計画の

中に組み込んだ方がよいと思います。 

A．  

○ 当発電所で原子力事故が発生した場合、原則として、当社社員自らが事故対応にあたることと

しています。一方、発電所構内で働く協力企業の方々については、警戒態勢（EAL１）が発令

された時点で発電所から帰宅いただき、その後、下記の表の通り、緊急事態区分の進展に応じ

て、地域の皆さまと同様に避難することとなります。したがって、協力企業の方々の発電所構

内からの帰宅が、地域の皆さまのご避難に支障をきたすことはないものと考えています。 

○ なお、自治体が策定する避難計画については、計画の実効性を高めるために、できる限りのご

支援、ご協力を行ってまいります。 

 

 【参考】 

※配慮を要する方のご避難など、詳細は各自治体の防災ガイドブックをご参照下さい 

 

 

 

 

 

 

  緊急事態区分 PAZ UPZ 協力企業の方  々

① 警戒事態（EAL1） 速やかに帰宅 速やかに帰宅 発電所から帰宅 

② 施設敷地緊急事態(EAL2) 避難準備 屋内退避準備 

左記に準じた行動 
③ 全面緊急事態(EAL3) 避難 屋内退避 

④ 
放射性物質放出後 

(EAL3+OIL) 
避難継続 

屋内退避 

又は避難 



※先月フリートークでのご質問 

Q．安全対策工事の一部未完了という事案がありましたが、新型コロナウィルス対策による出社

制限がある中で、安全対策工事に手落ちがないように取っている方策や、関連企業に対する

工期への配慮はどうなっていますか。 

A．  

○ 当発電所に勤務する当社社員や協力企業の方々の感染が断続的に発生し、地域の皆さまに大

変なご心配をおかけしたこと、また、医療関係の皆さま、保健所など関係機関の皆さまに負担

をおかけしたことにつきまして、改めてお詫び申し上げます。 

○ 当社では、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の一つとして、在宅勤務の拡大により、出社

率の抑制を図っておりますが、その際には、安全対策工事に必要な人員を確実に確保し、工事

管理に影響が出ないような運用を行っています。 

○ また、協力企業の方々については、当社における新型コロナウイルス対策をお伝えした上で、

各社毎に対策を実施していただいておりますが、その中で、作業工程についても必要に応じて

協議、調整することとしております。 

○ 引き続き、当社、協力企業が一体となり、感染拡大防止に向けた取り組みを徹底してまいりま

す。 

 

<高木委員> ※先月フリートークでのご質問 

Q．核物質防護の事案で装置が壊れたのに直していなかったという話がありましたが、予備品の

管理についてはどうなっていますか。 

A． 

○ 当発電所における核物質防護設備の一部機能喪失など、地域の皆さまにご不安、ご不信を抱か

せるような事案を発生させておりますことにつきまして、改めてお詫び申し上げます。 

○ 発電設備における予備品については、故障した場合の影響度合いや納期などを踏まえ、適切に

確保・管理を実施しておりますが、ご指摘の核物質防護事案については、現在、予備品の管理

状況なども含め、調査・原因分析や対策立案を行っているところです。 

 

  



<三井田 潤委員> ※先月フリートークでのご質問 

Q．非常時における冷却水や電源に関する訓練を行っていることは非常にありがたいですが、計

装用の空気（IA 系）がなくなると系統が動かなくなってしまいます。計装用圧縮空気系喪

失時の訓練も実施していただきたいです。 

Ａ． 

○ ご意見いただきました計装用圧縮空気系喪失時の訓練については、従来より、運転シミュレー

ターを用いて定期的に実施しております。今後も訓練を継続し、非常時における運転員の対応

能力向上に努めてまいります。 

○ また、当社は福島第一原子力発電所事故の反省と教訓を踏まえ、IA 系に限定することなく、

設置した空気系の設備に関するハード面、訓練などのソフト面で様々な対策を実施しており

ます。 

○ ハード面においては、原子炉を減圧するための主蒸気逃し安全弁の駆動用窒素ガスボンベの

強化（予備本数増加）や、格納容器からベントする際に駆動用空気が喪失しても格納容器ベン

ト弁を手動で操作できるような対策などを実施しています。 

○ ソフト面においては、上記の減圧に関わる個別操作訓練に加え、全交流電源喪失事故など、計

装用圧縮空気系を含む様々な系統が一度に機能を喪失する場合などを想定した総合訓練も定

期的に実施しており、緊急時対応要員の対応能力向上にも努めているところです。 

  

 

 

  



<竹内委員> 

Ｑ１．第 10 期に入ってから 6 号機・7 号機の安全対策工事の進捗状況の表を地域の会の資料

として提示しなくなったのはなぜですか。作成したけれど提示しなかったのか、作成自

体をやめてしまったのかについても教えてください。 

Ｑ２．安全対策工事未完了の問題が発覚している現状で、資料自体を提示するのをやめるとい

うのはいかがなものかと思います。東京電力が、住民の信頼を勝ち得ようと思うのであ

れば、これまでよりもさらに詳細に報告するくらいの姿勢が必要です。7 月定例会から

「柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況について」もしくは、これに

類似する資料を継続して出すべきなのではないでしょうか。（意見） 

Ａ．  

○ ご指摘いただいた資料につきましては、当発電所における安全対策工事の進捗状況をご説明

する資料として従来より定期的に配布してきたものですが、2021 年３月下旬より当面の間、

更新を休止させていただいております。 

○ その理由といたしましては、完了とお知らせしてきた一部工事に未完了が判明したこと、加え

て、工事完了の定義についても様々なご意見をいただいていることから、従来の資料の内容は

適切でないと判断したものです。 

○ 今後につきましては、現在進めている総点検の結果も踏まえ、発電所の状況を適切にお伝えで

きる資料配布を検討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

  



Ｑ３．６月10 日東京電力の発表には、新たに明らかになり施工中の工事未完了案件として「④

火災防護処理（貫通部）」の項目があります。これは、2017 年に次々と見つかった防火

壁に配管を通した後の隙間を埋める作業をしていなかったものと同様のものでしょう

か。 

Q４．Ｑ３について、2017 年に見つかっていたものをまだ処置していなかったということなの

か新たな防火壁の穴が発見されたということなのか、どちらでしょうか。 

Ａ． 

○ ご質問いただいた６月 10 日公表の未完了案件については、新規制基準に基づき実施すべきで

あった配管の貫通部の火災防護処理※1に工事の未実施箇所があったものとなります。 

○ 一方で、2017 年に公表した防火区画貫通部の防火処理未実施箇所については、建築基準法に

基づき実施すべきであった防火区画に設定している壁の貫通部の防火処置※2 に工事の未実施

箇所があったものとなります。 

○ したがいまして、６月10 日公表の案件と2017 年の案件は同様のものではなく、また、2017

年に見つかっていたものを処置していなかったものでもございません。 

※１：原子力安全上重要な複数の機器が火災によって同時に機能喪失しないよう、耐火壁や床の

貫通部に耐火材の詰め物や耐火材等を巻き付けるなどによって、３時間耐火性能を確保す

る処置 

※２：火災の延焼や人が避難するために設置する防火壁の貫通部を、モルタルその他の不燃材料

で埋めるなどによって、１時間耐火性能を確保する処理 

 

Ｑ５．2017 年の地域の会で、防火壁の貫通部の未処置問題について、いつの工事で未処理にな

ったのかまでは資料がなくわからないとのことでした。私は「原発建設当初からずっと

隙間が空いたままの状態であった場所もあったかもしれない」と捉えました。防火壁貫

通部の隙間を埋めないまま建設工事が進み、現在確認できないような箇所の防火壁に隙

間が空いている可能性はないのでしょうか。  

Ａ． 

○ ご指摘の件につきましては、2019 年９月の地域の会でもご報告させていただきました通り、

建築基準法に基づく防火区画が設定された建物（１～７号機発電所および付属建物・事務所系

建物）において閉塞作業が必要な貫通部を調査し、2019 年７月29 日に全ての作業が完了し

ております。したがいまして、閉塞作業が必要な貫通部において同様の未処理箇所はないと考

えています。 

以 上 


